
　

15
年
度
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
決
算
予
定
額
）を

審
議
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
お
け
る
事
業
の

最
終
的
な
損
益
を
み
る
と
、

1.6
億
円
の
純
利
益
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
こ
れ
に
は
次

の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

利
益
の
総
額
は
13
・
７
億

円
で
す
が
、
こ
の
う
ち
下
水

道
使
用
料
な
ど
の
純
粋
な
営

業
収
入
は
7.2
億
円
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
不
足
と
な
る
6.6
億

円
は
町
の
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
で
補
填
を
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
事
業
と
し

て
は
実
質
赤
字
経
営
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
解

決
策
と
し
て
、
理
論
的
に
は

ま
ず
受
益
者
の
負
担
を
増
や

し
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

今
後
の
論
議
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
接
続
率
を

上
げ
、
施
設
を
有
効
に
使
用

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、

現
在
は
79
％
に
と
ど
ま
り
、

こ
れ
以
上
の
接
続
率
増
加
は

急
に
は
進
み
そ
う
に
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｐ5

ふじみ議会だより

議
員
提
案
意
見
書

○
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

　

付
金
事
業
」
の
期
限
延
長
に
関

　

す
る
意
見
書　
　
　
　
（
採
択
）

○
「
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に

　

お
け
る
地
震
対
策
緊
急
整
備
事

　

業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別

　

措
置
に
関
す
る
法
律
」
の
期
限

　

延
長
に
関
す
る
意
見
書（
採
択
）

提
出
さ
れ
た
請
願
等

○
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

　

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
提

　

出
を
求
め
る
請
願
書　
（
採
択
）

○
富
士
見
町
内
業
者
優
先
入
札
に

　

関
す
る
請
願
書　
　
　
（
採
択
）

○
環
境
保
全
に
関
す
る
陳
情
書

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
採
択
）

○
中
小
企
業
の
当
面
す
る
金
融
上

　

の
困
難
を
解
消
し
、「
金
融
ア

　

セ
ス
メ
ン
ト
法
」
の
制
定
を
求

　

め
る
意
見
書
提
出
を
要
望
す
る

　

陳
情
書　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

○「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」

　

の
堅
持
に
関
す
る
陳
情
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

　

め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

　

陳
情
書　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

　

維
持
管
理
費
の
経
費
削
減

を
中
心
に
、今
後
の
企
業
努

力
と
、費
用
対
効
果
を
踏
ま
え

た
経
営
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

経済建設常任委員会 下水道事業　今後の展望は

下水道接続率79％　求められる企業努力と受益者負担

委員会審査の状況

　

６
月
定
例
会
で
は
、
請
願
２
件
、
陳
情
４
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
・
地
震
防
災
問
題
に
対
し
て
、
議
員
提
案
と
し
意
見
書
送
付

の
採
択
を
し
ま
し
た
。

　

採
択
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
書
は
町
議
会
の
意
見
書
・
要
望
書
と
し
て
関

係
機
関
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
・
請
願
の
ゆ
く
え

陳
情
・
請
願
の
ゆ
く
え

陳
情
・
請
願
の
ゆ
く
え

前のページへ 次のページへ

委員会で
審査しました


